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令和2年度「先端研究基盤共用促進事業

（コアファシリティ構築支援プログラム）」に採択
• 研究基盤統括本部を中心とした
研究設備の全学共用体制への再編

金沢大学でのデータ管理基盤システム構築の背景

Society5.0に対応した
新しい研究支援

※令和2年度「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」の採択機関の決定について
https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00066.html

基盤設備共用・機器分析受託
プラットフォーム
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データマネジメント・
ビッグデータ解析受託
プラットフォーム

ライフサイエンス
プラットフォーム

研究基盤統括本部
統括本部長（学長補佐）

研究基盤を担う学内施設・共用設備・人的資源を一元化

研究機器の共用・設備運営、
機器分析の技術的相談・斡旋

部品加工・装置の設計、工作機械・工具
の講習・利用支援

遺伝子から細胞、実験動物の研究設備
を対象とした研究支援
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金沢大学学術データマネジメントポリシー（2022.3.11制定版）
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ポリシーに加えて「解説」を示し、学術データに含
まれる例や大学・研究者の責務等を概説

→ 実際の具体的な手順等は示されていない



研究データ管理スタートアップ支援事業への参画（2023年度～）
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https://www.nii.ac.jp/creded/poster04_NII-RDES.pdf
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大学・研究者に求められているものは何か？
 学術論文等の即時オープンアクセス(OA)の実現に向けた基本方針
（2024/2/16 統合イノベーション戦略推進会議）

 研究データの適切な管理の要請 → 各大学は研究データポリシーを制定（2025年まで）
 外部向けにデータポリシーを公開：「金沢大学学術データマネジメントポリシー」（2022/3/11制定）

→ より具体的な指針・方法へとブレークダウンした内容に改訂（2024/7/5より改訂版を施行）

 学内手続きのための実施手順を整備（DMP作成、データ公開ルールなどを策定）

 各研究者は研究テーマ毎にDMPを作成し、それを管理する
（特にAMED、JST、科研費などの外部資金は必須）
 DMP管理に必要なワークフローを整備

 研究データ（メタデータ）を公開し、リポジトリなどで検索可能とする
 データ公開の基準・手順を規定
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（DMP:データマネジメントプラン）



データポリシー改訂・周辺文書整備の骨子

 「金沢大学学術データポリシー」
 国立情報学研究所（NII）版ポリシーをベースに、大幅改訂

 各条項の主語は「大学」（ポリシーは大学が提示するもの）とし、本学の対外的な責任を明確化

 「内部的な手続」は記載しない

 「実施細則」
 DMP作成の対象となるデータの定義

 データ管理・公開等のルール

 データ公開・提供時の手続き

 研究者の移籍・離籍時の手続き etc.

 「ガイドライン」
 データ管理指針の意図を解説
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（ガイドライン（案）から引用）



データポリシー改訂・周辺文書整備の骨子

 「金沢大学学術データポリシー」
 国立情報学研究所（NII）版ポリシーをベースに、大幅改訂

 各条項の主語は「大学」（ポリシーは大学が提示するもの）とし、本学の対外的な責任を明確化

 「内部的な手続」は記載しない

 「実施細則」
 DMP作成の対象となるデータの定義

 データ管理・公開等のルール

 データ公開・提供時の手続き

 研究者の移籍・離籍時の手続き etc.

 「ガイドライン」
 データ管理指針の意図を解説
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（ガイドライン（案）から引用）

文書制定指針

 「大学が研究者を守るためのルール」であることを学内構成員に周知する

 医療情報・個人情報を含むデータにも対応可能な規則・手順
→ これにあてはまらないデータは拘束しない

 「法律的にはデータの所有権が存在しない」ため、契約等に基づく
  データ利用条件（第三者提供、利用目的etc.）を規定できる仕組み作り

 研究者の活動を阻害しない、教員・職員双方の業務をいたずらに増やさない
（スモールスタートから始める）
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その他：
・ 研究データの10年保存 
・ 職員の退職・移籍時のデータの取扱い
等を規定

金沢大学学術データマネジメントポリシー（2024.7.5改訂版）
https://www.rdm.kanazawa-u.ac.jp/document/

DMP対象学術データ＝DMPで管理を行うデータ



今後の予定と将来展望

 関連文書群（実施細則・ガイドライン・説明動画など）の整備

 情報戦略本部傘下の「ポリシー改訂WG」で審議し、2024年度内に制定

 学内説明会による研究者向け周知 （説明用動画も準備予定）
（既存の研究スタイルへの影響を最小限に、必須事項を理解いただく）

 学内運用体制の整備（OA加速化事業＋研究データスタートアップ事業）

 DMP管理体制の整備とデータ分譲委員会立上げ （実施細則に基づき設置・運営要項を整備）

 データ登録・管理システム（ARCADE２）の機能拡張・整備

 研究着手から成果公表に至る一連の諸手続きのワークフロー確立（システム化）

 「北陸地区研究データ基盤コンソーシアム」の立上げ

 コアファシリティ事業の実績をベースに立上げ

 定期的なセミナー・情報交換会の実施
9 2024/7/23



北陸データ基盤コンソーシアム会員募集開始

https://dri.w3.kanazawa-u.ac.jp/consortium/index.html

目的
国公私⽴⼤学、高等専門学校、公的研究機関その他の学術研究機関が相互に連携し協⼒することで、我が国の研究
データ基盤の普及と発展に寄与することを目的とする。

会員資格
• 国公私⽴⼤学、高等専門学校、公的研究機関その他の学術研究機関、又はこれらの機関の部署
• 北陸地区か否かを問いません
• 同一機関から複数部署が加入される場合は、原則として、代表部署を定めてください

主な活動内容
• 会員又は会員が所属する学術研究機関の研究データポリシーの策定と運用のための体制整備などに関する情報交換
• 学術機関における研究データの管理・公開・利活用に関するセミナー開催
• 研究データ管理に必要な基盤システム、人材、知見、教材などの共用
• webサイトの運営による活動の紹介
• 本会の活動成果・事例の全国展開
• その他、研究データエコシステム構築に関する事業

https://dri.w3.kanazawa-u.ac.jp/consortium/index.html
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